別紙：資料１　　　②調査項目として追加又は削除すべき点の有無


＜表紙＞
●調査の対象となる方

· 「上記の手帳は持っていないが、病気やけが等により日常生活に継続して支障が生じている方」→「制限が生じている方」（権利条約の表現に統一）
· 「薬物などの依存」は、精神疾患だけではないため、削除し別建てにする。
→「・薬物などによる依存がある」

· 例示に「日常的に医療行為を行う必要がある」を追加する。

＜設問＞
問６　「今後、どのように暮らしたいと考えていますか」→曖昧でわかりにくく、回答できなかった。「誰とどこで暮らしたいか」などと、具体的に。

問６－補問　３は、＊印への案内が必要　ただし、入居の条件により、あきらめてる人もいるので「わからない」という選択肢も必要。　５その他は、具体的に意向を書く欄があるとよい。
問７　「障害」は幅広い概念なので「機能障害」と特定して、機能障害の注釈をつける。

問１１　表紙に「６ヶ月以上継続する」という文言を入れたら全員が対象になる。

問１１－補問１　「体の具合が悪い状況」は、意味がわからない。→「あなたの症状は」に変更する。「＊一時的な風邪やけが等によるもの」は、薬の副作用による一時的な発作などの症状との区別が難しい。基礎疾患が確認されていれば、必要ない。【障害の症状】は、意味がわからない。→「症状」に変更する。３１その他→例示する（低血糖、高血糖、不眠、過眠など）、記入欄を設ける。
問１１－補問２　原因の特定がむずかしく、質問の意図がわからない。→「どのような病気がありますか」に変更する。病気の種類を書く欄を増やす。　【病気の種類】は例示になっていない。

患者調査平成２０年度の疾病小分類では、内分泌，栄養及び代謝疾患のうち、糖尿病だけでも「インスリン依存型」、「インスリン非依存型」、「その他」の３種類に分類されていて、それぞれの病態は全く異なる。→詳細な選択肢を提示するか、例示を削除して病名だけを書いてもらう。分類は実施者がすればよい。

問１２－補問５　１「障害の種類や程度」は、「病気の種類や程度」に変更する。基準がわからない場合は合致するかどうかもわからない。

問１４　「障害者のための」を削除　「以下の公費負担医療制度」に変更。　７「利用していない」は、本人の意図によってしていない場合と、したくてもできない場合がある。→「利用できる制度がない」に変更する。
問１７　「障害による」→「機能障害」、または、「病気」によるに変更する。　「支障」→「制限」に変更する。　以後の問も同様に。

問２０　「食事をする」の範囲がわかりにくい。「食事」には、調理、配膳、食べる作業、食べるための医療行為、後片付けも含まれる。範囲を明確に提示すること。解答欄は、６ヶ月間に１日でも該当すればよいのか、毎日か、頻度がわからない。我慢をしている、あきらめている場合の選択肢も必要。服薬管理→投薬のみか。医療的ケアに含まれない理由がわからない。医療的ケア→その他には、例示と解答欄が必要（インスリン注射など）

問２１　「日常生活上の支援」は、範囲と内容がイメージできない。

問２２　選択肢に「わからない」を追加する。
問２３　夜間に働いている人が回答できないので「日中」に限定しない。「普段はどのように」に変更する。
問２４-補問　選択肢に「わからない」を追加する

問２６　「支援」のイメージがない。人の付き添い、車など、支援の内容を解答欄で具体的に提示する。

問２６－補問　人の付き添いか、車かを明らかにする。家族の車で送迎される場合、民間のタクシーを利用する場合の回答が難しい。

問２７　「移動支援」の内容がわからないので回答できない。人的支援、車、何をどのくらい使えるのかの注釈が必要。「わからない」の選択肢を追加する。
問２８　個人か世帯か

問３０－補問１　「わからない」を追加する。
問３１　選択肢がわかりにくいので注釈を付ける。

問３２　「どのようなことで困るか」わかりにくい。「場面」、「症状」、「内容」をそれぞれ尋ねる。

問３３　「どのような支援」何が使えるか、何が使えないかがわからないので答えにくい。「誰に何をしてほしいですか」「費用の支援は必要ですか」など、具体的に尋ねる。
＜新たに追加するべき設問＞

・今現在の制度に満足しているか否か？（不満or不安はあるか）

・現在の制度のまま、一生安心して暮らせると思っているか否か？

・安心・不安　どちらにせよ、その理由と分野は？

　（住まい、介護、収入、社会参加、コミュニケーション、医療、その他）

・家族、同居人と住んでいる人は、その人が居なくなっても生活自体に制限や支障はないか？
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